
六

液
体
ロ
ケ
ッ
ト
推
進
装
置
の
部
分
品
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

六

液
体
ロ
ケ
ッ
ト
推
進
装
置
の
部
分
品
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

極
低
温
用
の
冷
却
装
置
、
デ
ュ
ワ
ー
瓶
、
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
そ
の
他
の
極
低
温
用
装
置
で
あ
っ
て
、
極
低

温
状
態
に
あ
る
液
体
の
損
失
が
一
年
間
に
つ
き
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
と
な
る
よ
う
に
設
計
し
た
も
の

イ

極
低
温
用
の
冷
却
装
置
、
デ
ュ
ワ
ー
瓶
、
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
そ
の
他
の
極
低
温
用
装
置
で
あ
っ
て
、
宇
宙

空
間
用
の
飛
し
ょ
う
体
又
は
そ
の
打
上
げ
用
の
飛
し
ょ
う
体
に
使
用
す
る
よ
う
に
設
計
し
、
か
つ
、
極
低

温
状
態
に
あ
る
液
体
の
損
失
が
一
年
間
に
つ
き
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
も
の

ロ

零
下
一
七
三
・
一
五
度
以
下
の
温
度
を
維
持
又
は
生
成
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
極
低
温
用
容
器
又
は

閉
サ
イ
ク
ル
冷
却
装
置

ロ

極
低
温
用
容
器
又
は
閉
サ
イ
ク
ル
冷
却
装
置
で
あ
っ
て
、
零
下
一
七
三
度
以
下
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
の
う
ち
、
宇
宙
空
間
用
の
飛
し
ょ
う
体
、
打
上
げ
用
の
飛
し
ょ
う
体
又
は
マ
ッ
ハ
数
が
三
を
超
え
る

速
度
で
の
巡
航
が
可
能
な
航
空
機
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
た
も
の

ハ
〜
チ

（
略
）

ハ
〜
チ

（
略
）

七
〜
二
十

（
略
）

七
〜
二
十

（
略
）

第
十
七
条

外
為
令
別
表
の
五
の
項
（
一
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
と
す
る
。

第
十
七
条

外
為
令
別
表
の
五
の
項
（
一
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
と
す
る
。

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

７

外
為
令
別
表
の
五
の
項
（
八
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
第
十
四
条
第
二
号
に
該
当
す
る
電
波

若
し
く
は
赤
外
線
の
吸
収
材
又
は
導
電
性
高
分
子
の
使
用
（
据
付
、
保
守
又
は
修
理
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に

係
る
技
術
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
除
く
。）と
す
る
。

７

外
為
令
別
表
の
五
の
項
（
八
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
第
十
四
条
第
二
号
に
該
当
す
る
電
波

の
吸
収
材
又
は
導
電
性
高
分
子
の
使
用
（
据
付
、
保
守
又
は
修
理
に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
技
術
（
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
除
く
。）と
す
る
。

第
十
八
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

２
〜
５

（
略
）

６

外
為
令
別
表
の
六
の
項
（
六
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
次
の
各
号
の
全
て
に
該
当
す
る
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
設
計
又
は
製
造
に
係
る
技
術
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
除
く
。）と
す
る
。

（
新
設
）

一

第
四
条
第
十
二
号
に
該
当
す
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
複
合
材
料
の
腐
食
を
防
ぐ
た
め
に
設
計
し
た

も
の

二

一
、
一
〇
〇
度
を
超
え
る
温
度
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
た
も
の

第
十
九
条

外
為
令
別
表
の
七
の
項
（
一
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
と
す
る
。

第
十
九
条

外
為
令
別
表
の
七
の
項
（
一
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

も
の
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

第
六
条
に
該
当
す
る
も
の
（
前
二
号
又
は
同
条
第
一
号
、
第
十
六
号
の
三
若
し
く
は
第
十
八
号
か
ら
第
二

十
六
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
設
計
し
、
又
は
製
造
す
る
た
め
に
設
計
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム

五

第
六
条
に
該
当
す
る
も
の
（
前
二
号
又
は
同
条
第
一
号
若
し
く
は
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
四
号
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）を
設
計
し
、
又
は
製
造
す
る
た
め
に
設
計
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

２

外
為
令
別
表
の
七
の
項
（
二
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
第
六
条
第
十
七
号
イ
、
ロ
、
ホ
、
ヘ

又
は
ヌ
か
ら
シ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
使
用
す
る
た
め
に
設
計
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

２

外
為
令
別
表
の
七
の
項
（
二
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
第
六
条
第
十
七
号
イ
、
ロ
、
ホ
、
ヘ

又
は
ヌ
か
ら
フ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
使
用
す
る
た
め
に
設
計
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

３

外
為
令
別
表
の
七
の
項
（
三
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と

す
る
。

３

外
為
令
別
表
の
七
の
項
（
三
）
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と

す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

複
数
の
チ
ッ
プ
を
マ
ル
チ
チ
ッ
プ
集
積
回
路
に
統
合
す
る
た
め
に
設
計
し
た
電
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
設

計
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
て
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の

（
新
設
）

（
一
）

フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
有
す
る
も
の

（
二
）

チ
ッ
プ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
協
調
設
計
又
は
協
調
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
有
す
る
も
の

十

マ
ル
チ
パ
タ
ー
ニ
ン
グ
を
使
用
し
た
集
積
回
路
を
設
計
し
、
又
は
製
造
す
る
た
め
に
設
計
し
、
又
は
改
造

し
た
電
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
新
設
）

十
一

深
紫
外
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
の
マ
ス
ク
又
は
レ
チ
ク
ル
上
の
パ
タ
ー
ン
を
設
計
し
、
又
は
製
造
す
る
た
め
に

設
計
し
、
又
は
改
造
し
た
計
算
機
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
新
設
）

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 
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